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久
米
島
の
人
口
・
世
帯
数
（
２
０
１
８
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１
２
月
末
現
在
）

男
：４
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７
３
人
　
 女
：３
，７
０
０
人

計
：７
，８
７
３
人
　
世
帯
数
：３
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８
２
世
帯
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12月定例会で
決まったこと

で
決まったこと

で
決まったこと

平成 30 年 12 月（第 8回）定例会は、12 月
12 日から 14 日までの 3日間の日程で行われ
ました。定例会では、議案 6件、意見書 2件
を審議し、すべて原案どおり可決・採択しま
した。12 日、13 日の一般質問では、10 人が
登壇し、活発な審議が行われました。

平成 30 年 11 月（第 7 回）臨時会は、11 月
12 日に行われました。臨時会では、議案 1件
を審議し、原案どおり可決しました。

平成３０年度補正予算	 ※全員賛成
●国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）

１０億５４２７万円（５１０９万円減）

●水道事業会計補正予算（第 1号）
収益的収入（増減なし）、収益的支出（増減なし）
資本的収入（増減なし）、資本的支出（増減なし）

●下水道事業特別会計補正予算（第 2号）
２億９０６３万円（６万円増）

１２月定例会で賛否が分かれた議案結果　	  ※起立多数
●一般会計補正予算（第６号）　　　７５億６２４７万円（２億７３８万円増）　

条例の改正 	 ※全員賛成
●�町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

　人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し改正

●�町個人情報保護条例等の一部を改正する条例
　町個人情報保護条例等の一部を改正する条例につい
て、附則の一部を改正

議員提出 	 ※全員賛成
●�こども医療費助成制度の拡充を求める意見書・抗
議決議書　　　　　　　　（全文を 3 ページに掲載）

賛否が分かれた議案審議結果 	 賛成は○　反対はX

　　　　　　　　氏　名

件 名

喜
久
村

等

盛
本

實　

平
良

弘
光

崎
村

正
明

吉
永

浩

赤
嶺　

秀
德

仲
村

昌
慧

喜
久
里

猛

棚
原

哲
也

玉
城

安
雄

安
村

達
明

翁
長

学

饒
平
名
智
弘

幸
地

猛

平成３０年度一般会計補正予算
（６号）について × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

●複合型防災・地域交流拠点施設造成工事
	 ◎契約の方法	 指名競争入札
　◎契約金額	 ６３０７万円
　◎契約の相手方	 国洋建設株式会社

第 7回臨時会で
決まったこと決まったこと決まったこと

補正予算の内容：歳入予算使用料及び手数料から町債
歳出予算議会費から災害復旧費
上記の予算要求の中総務費の選挙費（県民投票に関する予算）

〇：賛成　×：反対　－：議長は（裁決に加わらない）
※その他の議案は全会一致で賛成であった。

賛成・反対討論（内容は要約しています。）
反対討論　・�県民投票に対する県民の意思は多様で複雑である。そもそも原点は普天間飛行場の危険性の除去であるが、そ

のことについて検討されていない。新基地はいらないとの県民の意思は先の県知事選挙の結果からも明白であ
り、多額の税金を投入し、さらに市町村に事務負担を強いて実施する意味が費用対効果の面からも無意味であ
る。本件は埋立の賛成反対であって、普天間飛行場の危険性除去の方向性は、一切触れられておらず、投票結
果次第では普天間の危険性が放置され、固定化のリスクが高まる。以上の結果から議案第４７号一般会計補正
予算（第６号）中の県民投票管理事業について、別途審議できない以上、県民投票反対の立場から本件につい
て反対する。（赤嶺議員）

賛成討論　・�辺野古基地建設については、４年前の県知事選、そして今回の県知事選、圧倒的な民意が示されました。県民
投票の署名が９万筆の署名が出され、それを受けて県議会は県民投票条例を制定しました。今日にも政府は強
引な建設を進めて土砂投入をしようとしています。県民の民意を明確に示すためにも辺野古基地反対か賛成か
という明確な民意を示されるべきだと思っています。町民の投票する権利を議会が奪うことは、断じて許され
るものではありません。よって、私は本案に賛成する。（仲村議員）
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意 見 書・ 決 議 書

こどもの医療費助成制度の拡充を求める意見書、抗議決議書
　沖縄県における子どもの貧困率は 29.9％で全国平均の倍以上になっており、

多くの家庭で格差と貧困による生活困窮がある。必要な時に安心して医療機関を

受診できることは、子どもたちの心身の健やかな成長のために必要不可欠であり、

沖縄県民の要求でもある。

　自治体によるこども医療費助成制度は、この 10 年間で大きく広がった。

2017 年 4 月 1 日現在、政府厚生労働省調べで、中学校卒業以上の年齢まで医

療費助成をしている全国の自治体は、「通院外来」で 1,500 自治体（1,741 自治体

中）で 86％、「入院」で 1,646 自治体で 94.5％に達している。

　残念ながら、沖縄県内では「通院外来」で 58％であり、大きな格差がある。

　2018 年 4 月より、自治体が独自に行うこども医療費助成に対し、政府が科し

てきたペナルティー（国民健康保険国庫補助金の削減）の一部（就学前まで）が廃

止された。少子化対策に逆行するものと自治体関係者からも意見があがるなど長

年の世論と運動の成果ではあるが、まだ不十分である。年齢制限をせず完全廃止

すべきである。

　すべての沖縄の子ども達の笑顔のために、こども医療費助成制度における本土

との格差を一日も早くなくすためにも国の制度化を早期に実現するよう求める。 

　　平成 30 年 12 月 14 日 

沖 縄 県 知 事

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣

【抗議決議書提出先】

【意見書提出先】

議員提出 	 ※全員賛成

沖縄県島尻郡久米島町議会
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盛本　實 議員

問

答

民間の人材育成を

各種セミナーや研修会で
対応

盛
本

本
町
に
お
い
て
は
、
人
材

育
成
の
目
的
で
、
沖
縄
県
や
内
閣

府
及
び
東
京
事
務
所
等
に
、
実
務

研
修
と
し
て
毎
年
職
員
派
遣
を
実

施
し
て
い
る
が
、
町
職
員
同
様
に

民
間
人
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成

に
取
り
組
む
計
画
は
な
い
か
。

町
長

施
策
の
推
進
を
図
る
た
め

に
は
官
民
一
体
と
な
っ
た
人
材
育

成
が
必
要
で
あ
る
。
補
助
事
業
に

よ
り
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
を
開

催
し
対
応
し
て
い
る
。

盛
本

単
発
的
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研

修
で
は
専
門
的
な
人
材
は
育
た
な
い

と
思
う
が
、
今
後
の
育
成
方
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
余
地
は
な
い
か
。

総
務
課
長

民
間
か
ら
人
材
育
成

の
重
要
性
及
び
ニ
ー
ズ
を
確
認
し

な
が
ら
取
り
組
む
。

問

放
置
船
の
対
策
を

答

所
有
者
の
責
任

盛
本

本
町
の
各
漁
港
に
お
い
て

廃
船
の
放
置
が
多
く
み
ら
れ
、
同

廃
船
の
劣
化
破
片
の
飛
散
に
よ
る

近
隣
住
民
へ
の
事
故
の
懸
念
と
景

観
上
の
問
題
か
ら
、
漁
港
管
理
者

と
し
て
適
正
管
理
を
求
め
る
声
が

多
い
が
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

個
人
財
産
の
為
、

行
政
で
は
処
分
は
難
し
い
。

盛
本

例
え
個
人
財
産
で
あ
っ
て

も
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
行
政
の

方
で
何
ら
か
の
対
策
は
模
索
で
き

な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長

県
管
理
の
漁
港

も
あ
る
の
で
、
県
含
め
関
係
機
関

及
び
関
係
者
と
協
議
を
図
り
適
正

な
漁
港
管
理
に
努
め
る
。

問

か
ん
が
い
施
設
の

整
備
を

答

県
へ
整
備
要
望
す
る

盛
本

本
町
の
か
ん
が
い
施
設
の

整
備
率
は
44
％
と
低
い
状
況
に
あ

る
。
農
業
振
興
に
お
い
て
水
対
策

は
必
須
条
件
で
あ
る
が
、
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

県
へ
の
整
備
要
望
を
は
じ

め
、
土
地
改
良
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
計
画
調
整
を
行
う
。

盛
本

新
規
・
更
新
計
画
も
事
業

導
入
と
な
る
と
、
受
益
者
負
担
が

伴
う
と
思
わ
れ
る
が
農
家
負
担
の

軽
減
の
考
慮
を
。

企
画
財
政
課
長

関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
検
討
す
る
。

質問と答弁の内容を要約して掲載しています。
※ここでは年号（平成 ）を省略しております。
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問

答 多角的に検討する

吉永　浩 議員

吉
永

成
人
式
に
お
い
て
、
新
成

人
か
ら「
い
ず
れ
島
に
帰
っ
て
き
た

い
。」と
い
う
希
望
が
あ
る
。
町
長

は
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

町
長

そ
の
環
境
整
備
を
す
る
の

が
我
々
の
役
割
。
た
だ
行
政
だ
け

で
な
く
家
族
や
地
域
の
協
力
も
不

可
欠
。

吉
永

島
の
求
人
情
報
を
、
島
外

在
住
島
出
身
者
へ
一
定
期
間
直
接

送
付
し
て
み
て
は
。

企
画
財
政
課
長

成
人
式
の
場
で

直
接
配
布
を
検
討
す
る
。

吉
永

U
タ
ー
ン
と
島
内
企
業
へ

の
就
職
や
起
業
を
条
件
に
転
居
費

用
の
支
援
を
し
て
み
て
は
。

企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税

等
の
活
用
含
め
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

吉
永

地
域
企
業
の
存
在
を
知
る

事
も
U
タ
ー
ン
促
進
に
つ
な
が
る
。

久
米
島
町
の
成
人
式
を
お
祝
い
だ

け
で
な
く
、
U
タ
ー
ン
促
進
の
為

の
戦
略
的
イ
ベ
ン
ト
に
し
、
求
人

情
報
送
付
、
転
居
費
用
の
支
援
開

始
、
地
元
企
業
と
の
繋
ぎ
の
場
に

す
る
等
、
推
進
し
て
は
。

町
長

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

議
会
か
ら
の
要
望
書
は

答

要
望
の
解
決
を
目
指
す

吉
永

フ
ェ
リ
ー
車
両
運
賃
往
復

割
引
及
び
流
通
コ
ス
ト
改
善
に
つ

い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

町
長

来
年
度
、
２
度
目
の
新
造

船
に
対
す
る
補
助
が
対
象
と
な
れ

ば
、
条
件
と
し
て
現
航
路
の
運
賃

見
直
し
に
つ
い
て
求
め
て
い
き
た

い
。

吉
永

町
営
バ
ス
の
運
賃
・
バ
ス

停
の
間
隔
・
運
行
時
間
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
町
民
と
認
識
の
ズ

レ
が
あ
る
が
。

商
工
観
光
課
長

地
域
の
変
化
を

改
め
て
見
直
し
、
利
用
者
の
声
を

聞
き
検
討
し
た
い
。

吉
永

町
長
は
議
会
か
ら
の
要
望

書
に
対
し
て
、
今
後
は
ど
の
様
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長

要
望
に
対
し
、
す
ぐ
解
決

で
き
る
も
の
は
行
い
、
時
間
と
予

算
を
用
す
る
も
の
は
分
析
し
て
、

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
指
示
し

て
い
く
。

若年者 U ターン推進策を

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問

効
果
的
な
防
犯
灯
に
つ

い
て

問

町
有
財
産
の
活
用
に
つ

い
て

くめじま議会だより № 67
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喜久里　猛 議員

問

答

西銘導水路の
文化遺産登録を

文化財登録は厳しい

喜
久
里

西
銘
導
水
路
は
、
築
約

４
０
０
年
を
超
え
久
米
島
の
農
産

業
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
が
、

文
化
遺
産
登
録
の
可
能
性
は
、
登

録
さ
れ
た
場
合
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
伺
い
た
い
。

町
長

こ
の
水
路
は
、
１
６
０
９

年
開
通
し
当
時
の
稲
作
に
多
大
な

る
貢
献
を
し
た
が
、
水
田
か
ら
畑

に
変
わ
っ
た
の
で
、
利
用
さ
れ
な

い
ま
ま
一
部
は
土
砂
に
埋
も
れ
て

い
る
状
況
で
、
文
化
財
へ
の
指
定

は
、
当
時
の
水
路
構
造
が
確
認
で

き
な
い
こ
と
か
ら
厳
し
い
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
管
理
や
修
復
の
経

費
が
補
助
対
象
に
な
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
は
今
後
の
開
発
等
で
制
限
さ

れ
る
。

問

浄
水
場
送
水
管

取
替
は

答

道
路
を
利
用
し
布
設

検
討

喜
久
里

具
志
川
浄
水
場
送
水
管

は
、
そ
ろ
そ
ろ
取
替
時
期
が
来
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長

町
全
体
の
送
水
管
取
替
時

期
に
来
て
い
る
た
め
、
基
本
計
画

を
作
成
し
、
31
年
か
ら
32
年
度
に

水
道
事
業
認
可
変
更
に
取
組
み
、

32
年
度
に
委
託
設
計
業
務
を
行
う

予
定
で
、
具
志
川
浄
水
場
送
水
管

取
替
は
、
白
瀬
ダ
ム
か
ら
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
を
行
い
道
路
を
利
用
し
て

布
設
が
出
来
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問

燃
料
の
海
上
輸
送
費

補
助
は

答

安
く
購
入
で
き
る
よ
う

努
力
す
る

喜
久
里

県
が
各
離
島
に
実
施
し

て
い
る
海
上
輸
送
費
補
助
は
、
効

果
を
出
し
て
い
る
か
。
又
、
町
は

他
離
島
と
の
燃
料
代
の
比
較
を
し

た
事
が
あ
る
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

他
離
島
と
の
比

較
で
す
が
、
伊
江
島
と
久
米
島
と

の
直
近
9
月
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
の

差
額
が
19
円
の
差
額
で
、
久
米
島

町
が
19
円
高
く
な
っ
て
い
る
。

町
長

そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
設
備

投
資
す
る
場
合
に
、
そ
の
工
事
費

が
相
当
か
か
る
の
で
、
値
段
に
こ

れ
が
加
算
さ
れ
て
い
る
と
以
前
に

業
界
の
方
か
ら
報
告
も
あ
っ
た
。

伊
江
島
は
、
J
A
が
や
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
違
い
も
あ
る
と
思
う
。

　

こ
れ
ら
を
分
析
し
な
が
ら
、
よ

り
町
民
が
安
い
価
格
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
我
々
も
努
力
し
た
い
。
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問

答

役場機構改革は

集約化について検討

平良　弘光 議員

平
良

本
町
で
は
多
種
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
て
、
役
場

内
で
の
事
務
分
掌
が
分
散
さ
れ
て

い
る
。
又
、
体
育
協
会
の
事
務
を

含
む
仮
称（
町
民
ス
ポ
ー
ツ
課
）を

新
設
し
、
一
つ
の
課
に
集
約
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
事
務
の
効
率
的
な

運
営
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

役
場
の
機
構
改
革
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
効
率
的
な
組
織
体

制
と
す
る
た
め
、
行
政
組
織
機
構

改
革
検
討
委
員
会
を
設
け
て
組
織

体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
関
係
業
務
に

つ
い
て
調
整
を
し
、
集
約
化
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問

防
災
訓
練
は
独
自
性
を

答

関
係
機
関
と
調
整
す
る

平
良

災
害
時
に
離
島
が
抱
え
る

問
題
を
抽
出
し
訓
練
実
施
要
領
を

作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

支
援
物
資
の
輸
送
訓
練
、
傷
病

者
搬
送
訓
練
、
本
土
な
ど
か
ら
派

遣
さ
れ
る
医
師
と
島
内
医
療
機
関

と
の
連
携
訓
練
等
を
実
施
し
、
一

連
の
流
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

久
米
島
町
独
自
と
し

て
も
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、

今
後
関
係
機
関
と
調
整
を
し
て
進

め
て
行
き
た
い
。

問

施
設
整
備
は

答

将
来
的
に
は
作
り
た
い

平
良

４
０
０
ｍ
の
全
天
候
型
陸

上
競
技
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
厳

し
い
と
い
う
答
弁
が
あ
る
が
、
そ

の
結
論
が
長
引
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

先
の
子
ど
も
議
会
で
も
あ
る
が
、

簡
易
的
な
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
と

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
の
練
習
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
絶
対
的
に
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

将
来
的
に
は
こ
の
競
技
場

に
お
い
て
私
は
サ
ッ
カ
ー
の
合
宿

キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
向
け
て
も
兼
用

の
競
技
場
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
は
あ
る
。

問

町
民
運
動
会
予
備
日
を

答

調
整
を
進
め
る

平
良

町
民
運
動
会
は
年
一
回
開

催
さ
れ
る
町
民
の
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
予
備
日
を
設
け

て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
課
長

他
の
行
事
と
も
調
整

を
し
進
め
て
行
き
た
い
。
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安村　達明 議員

問

答

農道整備は

整備する方向で

安
村

マ
ン
ド
ウ
原
の
整
備
は
、

何
度
と
質
問
し
た
が
、
実
現
に
は

程
遠
い
状
況
だ
。
住
民
が
必
要
と

す
る
農
道
、
又
は
祖
先
を
供
養
す

る
お
墓
へ
の
道
こ
の
よ
う
な
道
を

町
は
、
費
用
対
効
果
の
問
題
で
か

た
づ
け
て
い
る
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長

マ
ン
ド
ウ
原（
お
墓
）
の

問
題
は
、
沖
縄
県
に
案
件
を
説
明

し
、
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
採

択
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
要
望
等

も
話
し
て
お
り
、
高
額（
１
憶

５
千
万
）で
は
あ
る
が
、
整
備
を
す

る
方
向
で
進
め
る
。

問

仲
地
集
落
の
道
路
の

進
捗
状
況
は

答

今
年
度
概
略
設
計

安
村

以
前
か
ら
道
路
整
備
の
質

問
を
す
る
と
、
何
度
と
出
る
説
明

が
、
道
路
認
定
の
答
弁
だ
が
道
路

認
定
す
る
基
本
的
な
手
続
き
等
に

つ
い
て
説
明
を
。

町
長

町
道
認
定
は
、
道
路
法
に

基
づ
き
、
構
造
に
つ
い
て
は
道
路

構
造
令
に
準
ず
る
も
の
と
な
り
、

町
道
に
認
定
す
る
場
合
は
、
議
会

の
議
決
が
必
要
に
な
る
。

安
村

字
仲
地
集
落
の
道
路
認
定

に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
。

町
長

今
年
度
概
略
設
計
を
入
れ

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
該
当
す

る
の
か
準
備
。

問

ク
シ
原
農
道
の
舗
装

は
答

31
年
度
に
実
施
予
定

安
村

県
か
ら
の
内
示
額
に
よ
っ

て
事
業
工
期
の
延
長
も
あ
る
と
の

答
弁
だ
っ
た
。

町
長

今
年
度（
30
年
度
）に
お
い

て
設
計
を
完
了
し
、
31
年
度
に
実

施
す
る
予
定
。

問

災
害
防
止
を

答

撤
去
す
る

安
村

仲
里
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
照
明
落
下
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

非
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。

町
長

今
年
12
月
議
会
に
予
算
計

上
し
て
お
り
、
議
会
承
認
後
、
照

明
器
具
の
撤
去
を
実
施
す
る
。

8

仲里多目的グラウンドの照明

くめじま議会だより № 67
2019（平成 31）年 3 月１日

町政のここを問う



問

答

ピロリ菌検査の
費用補助を

費用補助は予定していない

仲村　昌慧 議員

仲
村

胃
が
ん
の
発
生
に
は
、
食

生
活
や
喫
煙
・
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染

が
原
因
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
土
で
は

胃
が
ん
撲
滅
を
目
指
し
て
、
ピ
ロ

リ
菌
感
染
検
査
の
費
用
補
助
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町

で
も
胃
が
ん
対
策
と
し
て
検
査
の

費
用
補
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

町
長

現
在
の
本
町
の
上
水
道
環

境
か
ら
見
た
と
こ
ろ
、
井
戸
水
や

自
然
水
か
ら
の
感
染
は
ほ
ぼ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
沖
縄
県
に

お
け
る
胃
が
ん
で
の
死
亡
率
は
全

国
最
下
位
で
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
近
年
３
年
間
で
１
～
５
人
以

下
と
極
め
て
低
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
胃
が
ん
対
策
と
し
て
の

費
用
補
助
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問

還
付
方
式
の
見
直
し
を

答

購
入
時
で
の
割
引
は

厳
し
い

仲
村

航
空
運
賃
の
小
児
運
賃
・

障
が
い
者
割
引
運
賃
、
フ
ェ
リ
ー

の
片
道
運
賃
割
引
に
つ
い
て
は

還
付
方
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
切

符
購
入
時
に
割
引
で
き
る
方
法
が

取
れ
な
い
か
。

町
長

購
入
時
で
の
割
引
が
行
え

れ
ば
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
資
す
る
と
考
え
る
が
、
事
業
者

負
担
を
伴
う
事
か
ら
購
入
時
で
の

割
引
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

仲
村

還
付
手
続
き
は
、
あ
じ
ま

ー
館
で
行
っ
て
い
る
が
、
仲
里
庁
舎

で
も
申
請
手
続
き
が
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

仲
里
庁
舎
で
取

り
扱
い
が
行
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

問

子
ど
も
議
会
の
継
続

開
催
を

答

継
続
し
て
い
き
た
い

仲
村

11
月
6
日
に
本
町
で
初
め

て
、
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

子
ど
も
議
会
の
感
想
と
次
年
度
以

降
、
継
続
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
町
長
・
教
育
長
に
伺
う
。

町
長

本
町
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
自
分
の
住
む
町
に
関

心
を
も
っ
て
共
に
、
子
ど
も
の
視

点
か
ら
の
意
見
を
今
後
の
町
政
運

営
に
反
映
で
き
る
こ
と
は
、
非
常

に
有
意
義
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

と
調
整
し
て
今
後
に
つ
い
て
も
継

続
し
た
い
。

教
育
長

実
際
の
議
場
で
、
議
員

と
し
て
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
学

習
へ
の
意
欲
と
理
解
、
そ
し
て
政

治
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
継
続
開
催
さ
れ
る
場
合
は
、

今
年
度
同
様
に
学
校
及
び
議
会
事

務
局
と
の
事
務
調
整
等
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

継続が求められる子ども議会の様子
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玉城　安雄 議員

問

答

総合計画の推進、ドリー部
チャレンジとの連携を
共同して取り組む

玉
城

３
月
議
会
に
お
い
て
基
本

計
画
に
沿
っ
て
予
算
配
分
し
実
施

計
画
を
策
定
し
公
表
す
る
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
進
捗
状
況
は
。

町
長

各
課
予
算
要
求
が
実
施
計

画
に
沿
っ
た
配
分
か
チ
ェ
ッ
ク
し

３
月
議
会
で
報
告
す
る
。

玉
城

住
民
、
役
場
、
議
会
で
取

り
組
ん
で
い
る
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

町
長

２
年
連
続
で
活
動
に
対
し

て
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
今
後
も
同
部
の
活
動

が
広
が
る
よ
う
共
同
で
取
り
組
む
。

問

商
工
業
振
興
を

答

振
興
予
算
確
保

玉
城

商
工
業
の
振
興
は
本
町
の

経
済
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
。

本
町
予
算
に
お
い
て
他
予
算
に
比

べ
て
の
割
合
は
。

商
工
観
光
長

一
般
会
計
予
算
の

２
.３
％
だ
が
、
一
括
交
付
金
３
憶

５
千
万
の
う
ち
約
三
分
の
一
を
充

当
し
振
興
に
取
り
組
む
予
算
を
確

保
し
て
い
る
。

玉
城

第
一
産
業
関
連
予
算
に
比

べ
少
な
い
気
が
す
る
が
。

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
関
連

は
、
町
の
補
助
以
外
に
直
接
国
や

上
部
団
体
の
補
助
事
業
等
も
あ
り

３
憶
余
り
の
配
分
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
と
も
振
興
に
掛
か
る
予
算

を
確
保
す
る
。

玉
城

関
連
し
て
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
機
器
等
が

故
障
し
利
用
者
か
ら
不
評
を
き
た

し
て
い
る
が
対
策
は
。

商
工
観
光
課
長

１
箇
所
の
ポ
ン

プ
に
つ
い
て
は
発
注
し
て
い
る
が
。

今
後
と
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

玉
城

町
民
の
健
康
増
進
施
設
。

観
光
施
設
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

商
工
観
光
課
長

運
営
で
必
要
な

設
備
に
つ
い
て
は
修
繕
し
て
取
り

組
む
。

玉
城

公
共
事
業
の
発
注
の
平
準

化
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

建
設
課
長

事
業
申
請
、
補
助
金

申
請
を
経
て
工
事
発
注
の
流
れ
で

あ
る
が
そ
の
過
程
で
遅
れ
る
事
業

も
あ
る
の
は
確
か
な
の
で
早
期
発

注
、
平
準
化
に
取
り
組
む
。

玉
城

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

で
あ
る
久
米
島
紬
の
保
存
継
承
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

町
長

課
題
で
あ
る
販
路
拡
大
、

開
拓
。
後
継
者
育
成
、
原
材
料
確

保
等
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
今

後
も
取
り
組
む
。
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問

答

農道の舗装は

計画的に取組む

赤嶺　秀德 議員

赤
嶺

儀
間
や
嘉
手
苅
地
区
内
農

道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
整
備
が

遅
れ
て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
対
策
は
。

町
長

実
施
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
に
取
組
み
順
次
整
備
す
る
計
画

で
あ
る
。

問

儀
間
漁
港
の
拡
張
は

答

拡
張
は
必
要

赤
嶺

儀
間
漁
港
は
漁
船
の
大
型

化
に
伴
い
泊
地
等
が
狭
隘
で
南
側

へ
の
拡
張
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

整
備
計
画
は
。

町
長

漁
船
の
大
型
化
で
泊
地
が

狭
隘
化
の
状
況
か
ら
南
側
へ
の
拡

張
が
必
要
と
考
え
る
。

問

横
領
事
件
の
進
捗
状

況
は

答

懲
役
５
年
で
結
審

赤
嶺

横
領
事
件
の
公
判
は
ど
の

様
に
推
移
し
て
い
る
か
。

町
長

11
月
21
日
の
第
3
回
公
判

で
検
察
が
懲
役
5
年
を
求
刑
し
結

審
、
判
決
は
12
月
17
日
の
予
定
。

問

普
通
教
室
の
ク
ー
ラ

ー
は

答

予
定
前
倒
し
で
要
望

要
求

赤
嶺

小
中
学
校
普
通
教
室
に
ク

ー
ラ
ー
設
置
を
進
め
る
自
治
体
に

国
が
財
政
支
援
を
す
る
こ
と
へ
の

町
の
取
組
み
は
。

町
長

当
初
予
定
よ
り
前
倒
し
で

事
業
実
施
が
で
き
る
様
要
望
要
求

し
た
。

問

公
営
資
材
ヤ
ー
ド
設

置
を

答

事
業
者
で
確
保

赤
嶺

町
管
理
に
係
る
公
営
の
資

材
ヤ
ー
ド
の
設
置
は
。

町
長

共
通
仮
設
置
費
に
計
上
し

て
お
り
事
業
者
に
お
い
て
確
保
し

て
ほ
し
い
。

拡張整備が必要な儀間漁港
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喜久村　等 議員

問

答

豚舎に補助事業を

調査が必要

喜
久
村

養
豚
農
家
と
し
て
規
模

拡
大
を
し
た
い
が
、
規
模
拡
大
の

補
助
事
業
は
な
い
か
。

町
長

豚
舎
建
設
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
畜
産
ク
ラ
イ
ス
タ
ー

事
業
が
該
当
す
る
。
協
議
会
の
事

務
局
が
J
A
お
き
な
わ
久
米
島
支

店
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
導
入
の

場
合
は
、
農
家
、
役
場
J
A
も
含

め
て
調
査
が
必
要
。

喜
久
村

本
町
で
消
費
さ
れ
る
豚

肉
は
、
島
外
産
が
多
く
消
費
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
地
産
地
消

の
観
点
か
ら
見
て
も
必
要
だ
と
思

う
が
。

産
業
振
興
課
長

優
良
豚
を
導
入

す
る
計
画
も
進
め
て
い
る
。
農
家

の
方
々
が
希
望
す
れ
ば
一
緒
に
な

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問

防
風
林
の
植
樹
を

答

調
査
を
依
頼

喜
久
村

北
真
謝
の
防
風
林
、
防

潮
林
は
ほ
と
ん
ど
全
滅
の
状
態
で

あ
る
。
再
度
、植
樹
は
で
き
な
い
か
。

町
長

当
地
区
は
、
15
年
度
か
ら

18
年
度
に
、
沖
縄
県
に
よ
り
、
保

安
林
改
良
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
数
年
は
肥
料
及
び
下
草
刈
を

実
施
し
た
が
、
度
重
な
る
台
風
に

よ
り
災
害
が
発
生
、
沖
縄
県
南
部

林
業
事
務
所
に
、
現
地
の
被
害
調

査
を
行
う
よ
う
依
頼
し
た
。

12

防風林・防潮林が全滅状態の北真謝
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問

答

農業の助成は

継続助成する

翁長　学 議員

翁
長

30
年
度
は
農
業
関
係
に
、

町
か
ら
の
多
く
の
助
成
金
が
補
助

さ
れ
て
い
る
。
31
年
度
も
、
今
年

通
り
の
助
成
率
に
変
わ
り
な
い
か
。

①
さ
と
う
き
び
共
済 

②
畜
産
共
済　

③
家
畜
導
入
事
業
と
自
家
保
留　

④
そ
の
他
の
事
業
。

町
長

①
さ
と
う
き
び
共
済
35
％

②
家
畜
共
済
も
35
％ 

③
優
良
雌
牛

導
入
は
県
内
10
頭
県
外
70
頭
計
80

頭
、
優
良
豚
導
入
が
15
頭
の
助
成 

④
そ
の
他
事
業
と
し
て
は
、
さ
と

う
き
び
の
病
害
虫
防
除
、
干
ば
つ
、

か
ん
水
対
策
事
業
、
甘
し
ょ
の
病

害
虫
駆
除
、
園
芸
施
設
共
済
、
緑

肥
種
子
購
入
事
業
、
土
作
り
対
策

促
進
事
業
、
堆
肥
購
入
助
成
、
優

良
雌
山
羊
導
入
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。

翁
長

前
か
ら
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
村
に
比
べ
る
と
恩
典

を
受
け
て
お
り
、
今
後
と
も
農
家

の
安
定
的
所
得
向
上
の
た
め
助
成

が
必
要
で
継
続
の
助
成
を
お
願
い

す
る
。

問

高
齢
者
の
安
全
対
策

は
答

改
善
す
る

翁
長

一
般
会
計
予
算
に
安
全
対

策
と
し
て
毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
高
齢
者
は
杖
や
押
し
車
を

押
し
な
が
ら
歩
行
し
て
い
る
。
高

齢
者
か
ら
見
た
危
険
個
所
は
ど
う

対
処
し
て
い
る
か
。

町
長

区
長
、
町
民
、
地
域
の
皆

様
か
ら
側
溝
の
破
損
で
あ
っ
た
り
、

道
路
の
一
部
陥
没
と
か
が
あ
っ
た

り
し
た
時
、
連
絡
を
い
た
だ
い
て

補
修
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

翁
長

高
齢
者
に
対
す
る
安
全
対

策
に
欠
け
て
い
る
と
思
う
。

町
長

高
齢
者
の
安
全
対
策
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
危

険
個
所
を
把
握
し
て
、
担
当
課
を

通
し
て
改
善
す
る
。

助成受け安定的所得向上するさとうきび
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議会
　　　の
うごき

■平成 30 年 11 月 ■■■■■■■
2 日・�沖縄県後期高齢者医療広域連合議会運営委

員会・全員協議会に議員出席
3日・第 16回久米島町文化祭に議長ほか出席
4日・第 2回久米島夢まつりに議長ほか出席
6日・第 1回久米島町子ども議会に議長ほか出席
8日・�米須義明沖縄県商工会会長懇親会に議

長出席
12日●議会運営委員会　●第 7回臨時会
13日・平成 30年度久米島町獣魂祭に議長出席
14日・�全国過疎地域自立促進連盟理事会定期総会

に議長出席
16日・飲酒運転根絶県民大会に議長出席
　 　・�沖縄県後期高齢者医療広域連合臨時会に議

員出席
19日●議員全員協議会
20日・�第 37 回離島市町村議会議長全国大会に議

長出席
21日・�第 61 回町村議会議長全国大会に議長出席
22日・�南部地区市町村議会議長会行政視察に議長

出席
　 　・�平成 30 年度久米島町「防風林植樹祭」に副

議長ほか出席
25日・離島フェアに議長出席
28日・�沖縄県町村議長会事務局職員「研修会・総会」

に議長出席
30日・沖縄県知事へ要請行動に議長出席

■平成 30 年 12 月 ■■■■■■■
2 日・�第 17 回久米島町産業まつりに議長ほか議

員出席
5日●議会運営委員会
　　・�久米島空港消火救難総合訓練に議長ほか議

員出席
7日・�JA 久米島支店組合員交流のつどいに副議

長ほか出席
　　・�久米島の観光・物産・芸能フェアに議長出

席
11日・久米島和牛改良忘年会に副議長ほか出席

12日● 12月定例会
13日● 12月定例会
14日●議会運営委員会　● 12月定例会　
　　●広報委員会
　　・久米島・佐賀市交流会に議長出席
19日・�議会学校授業参観・施設視察に議長ほか

出席
　　・離島医療組合議会に議員出席
20日・RAC謝恩会 in 久米島に議長ほか出席
21日・議会・執行部との忘年会に議長ほか出席
22日・笠松若茶良公演に議長ほか出席

■平成 30 年 1 月 ■■■■■■■
4 日・野菜、花卉合同初荷式に議長ほか出席
7日・町新年会に議長ほか出席
9日・�南部地区市町村議会議長会定例総会に議長

出席
　　・�南部地区関係団体合同新年交流会に議長・

副議長出席
10日・消防出初め式に議長ほか出席
11日・久米島製糖操業開始式に議長出席
　　　・商工会、観光協会新年会に議長出席
13日・町成人式に議長ほか出席
15日●議会活性化委員会
18日・久米島家畜セリ市場初セリに議長ほか出席

・�沖縄県後期高齢者医療広域連合議会運営委
員会、全員協議会に議員出席

25日●議員全員協議会
26日・�宮越沖縄及び北方対策大臣との意見交換会

に議長出席
・�町新春書道展オープニングセレモニーに議
長ほか出席

27日・町新春書道展表彰式に議長出席
29日・�南部地区離島町村長議長連絡協議会に議長

出席
・�鹿児島県薩摩川内市議会視察に副議長出席

30日・�町村議長会副議長研修会・交流会に副議長
出席

14

子ども議会の様子
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３月11日（月）開会予定

多くの方の傍聴をお待ちしております。

３月１１日（月）は、町長の施政方針、議案審議を行い
一般質問は、３月１２日（火）、１３日（水）に
予定しています。

Ｐ３の子ども議会の様子にて、新川怜央さんと上原来希さんの写真が
逆になってしまう誤りがありました。
　謹んでお詫び申し上げます。

議会だより６６号 (１月号 )の
一部訂正について

授 業 参 観・ 施 設 視 察 ①
　球美中学校の学校訪問を行い授業参観・施設視察をした結果下記の事項を確認することが出来た。
１、各学年で担任と支援員できめ細やかに、子供たちに接していた。
２、�中学校になると、子どもたちが体格もある為、改めて冷房設置を早急に行うべきと認識した。
３、�パソコン教室では、再度、ネット環境の件を確認したら、未だ修理が行われていないとのこと

だったので、早めの対応をお願いした。
４、�図書館では旧仲里村・旧具志川村史や各字の字史も置いたらどうか提案した。
５、運動場の整備・体育館の雨漏りの修理も早めにお願いした。
　　※資料や図面だけでは分からないことを、確認し、より理解を深めた。

玄関前で授業参観の説明

パソコン教室現状確認

理科の授業参観

運動場の未整備確認

図書館の図書内容確認

体育館の雨漏り確認

　

今
年
は
、
平
成
と
い
う
元

号
が
平
成
31
年
４
月
30
日
を

も
っ
て
幕
を
閉
じ
、
５
月
１

日
か
ら
新
元
号
に
な
り
、
新

し
い
時
代
が
始
ま
る
年
で

す
。
そ
の
新
し
い
時
代
に
、

議
会
は
、
議
員
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
。
地
域
や
町
民

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

　

久
米
島
を
自
分
事
と
し
て

考
え
る
転
換
期
に
な
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
私
達

は
、
住
民
全
体
の
代
表
者
と

し
て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
審
議
し
、
住
民
の
声
や
心

を
代
表
す
る
と
い
う
使
命
を

改
め
て
自
覚
し
て
い
く
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
勿
論
、
地

域
、
町
民
も
同
じ
様
に
考
え

る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
吉
永
議
員
）
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　地方自治功労者に対し授与される高齢者叙勲で、江洲良徳さん（字比嘉）が旭日

単光章を受章されました。県庁で叙勲伝達式が行われ、勲記と勲章を授与されました。

　江洲さんは平成２年９月に仲里村（現久米島町）議会議員として初当選して以来、

４期１３年２月の永きにわたり議会活動に精励され、　また、仲里村立仲里中学校

（現：球美中学校）ＰＴＡ会長、比嘉神殿等史跡整備事業期成会会長、比嘉字誌編

集委員会副会長を歴任し、地域産業の振興発展、教育、文化、福祉の推進に尽力さ

れました。

　伝達式には、家族と共に参加され「大変感動しました。」と受賞を喜んでいました。

　この度の輝かしい受章に心からお祝い申し上げます。

旭日単光章受章
江洲良徳さん おめでとうございます

授 業 参 観・ 施 設 視 察 ②
　１２月１９日（水）全議員で、町内の小中学校の授業参観・施設視察することを通して、
子どもたちの学校での様子や授業
の様子、教室等施設の環境を把握
するため行った。今回は球美中学
校のみの学校訪問だが、日を改め
て他の小中学校の学校授業参観・
施設視察を行っていきたい。子ど
もたちの授業参観や学校視察を確
認した。
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受章された江洲さん（中央）

議員 授業参観の様子
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